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研究成果の概要（和文）：本研究により、個人の語りから個人を超えて存在する職場の現象を描く「複数組織事
例研究手法」を開発した。この手法は、個人や施設の匿名性を保ちながら、複数の組織に共通するダイナミクス
を詳細に描くことができるため、他の場にも転用しやすい理論を生成できる。本研究では実際にこの手法を用い
て、原発事故後に福島県内避難指示隣接地区で稼働を続けた病院で看護師長及び看護師が経験した現象を、個人
や施設を超えて共通する職場のダイナミクスとして多角的かつ詳細に描いた。また、この手法を用いて研究を遂
行・公表する際に必要な倫理的配慮も明らかにした。「複数組織事例研究手法」は看護管理学の発展に寄与する
ものと期待される。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed a method for depicting the phenomenon of 
workplaces that transcend the individual using the narratives of the individuals. This method can 
maintain the anonymity of individuals and facilities and can create a theory adaptable to other 
settings because it describes dynamics common to multiple organizations. 
Fukushima prefecture experienced radioactive contamination due to the nuclear power plant accident 
after the 2011 Great East Japan Earthquake. Using our method, we described organizational phenomena 
as the dynamics of the workplace as experienced by nurses and nurse managers at hospitals that were 
near but outside the evacuation zone and therefore continued to operate. In addition, in this study 
we have clarified the measures necessary to avoid damaging research participants, stakeholders, and 
their relationships to highlight ethical issues when conducting case studies in nursing leadership 
and management.

研究分野：看護管理学

キーワード： 看護管理　組織運営　研究手法開発　事例研究　看護師　東日本大震災　原発事故　自主的避難

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で開発した「複数組織事例研究手法」は少数事例や固有事例を多角的かつ詳細に分析し、個人の語りのデ
ータから個人や施設を超えて共通する組織現象を職場のダイナミクスとして描くことを可能とする。データ間や
データ内の内容に生じた矛盾に注目し、統合的に説明できる理論を追究するため、他の場への転用可能性が高い
理論を生成できる。この手法で研究を遂行する際の倫理的課題と対策も明らかにしたため、協力施設や参加者、
及びその関係者を守りながら、現場の事例から看護管理学の知見を析出し蓄積することが可能となった。この手
法が今後、看護管理学の発展に寄与することが期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
人々に良質で組織的な看護サービスを提供するために、看護管理者は重要な役割を果たして
おり、看護管理学は看護管理者に判断の指針を提供する責任がある。しかし、国内外を問わず、
人と組織の運営に関する理論は、看護管理学教育でも経営学分野で開発された組織論やリーダ
ーシップ論が主となっている。これらの理論は普遍性があり、看護管理者の日常の組織運営に
確かに有用である。しかし、固有の性質や倫理的課題をもつ看護管理の現場により適した理論
を構築していく必要がある。 
たとえば、東日本大震災による原発事故後、福島県避難指示隣接区域では、多くの住民と同
様に看護師も一時的に自主避難し、その後、数カ月以内に戻ったことが報告されている（坂元, 
2011; 2012；山崎, 2011）。災害時に病院看護師が出勤するかどうかは、家族の状況や安全への
懸念、専門職としての責任感、組織とのつながり等の要因が関連すると指摘されており
（Davidson et al., 2009）、災害時に出勤した職員と欠勤した職員がいることはコンフリクトに
つながり、職場や組織全体の士気を損なう可能性があるため、産業保健の立場からの支援が必
要だとも指摘されている（Tomczyk et al., 2008）。避難指示隣接区域で稼働を続けた病院の看
護管理者は、非常に複雑な状況にある組織を運営する経験をしたと思われる。このような頻度
が少ない事例や固有の事例を詳細に分析し、有用な知見を抽出し蓄積していくことは、看護管
理学の発展に不可欠だと考えられる。経営学分野では事例研究は「特定の状況下に存在するダ
イナミクスの理解に主眼（Eisenhardt, 1989）」を置いて理論を生成する手法とされており、看
護管理学にも事例研究は有用性が期待される。しかし、複雑な人間関係を含む組織現象を描き
出し公表することは、研究参加者や関係者に不利益を及ぼす可能性がある。倫理的課題を解決
しつつ、少数の固有の事例から看護管理の現場の複雑な組織現象を描き出せる事例研究手法を
開発することは、看護管理学の発展において重要な役割を果たすと考えられる。 
 
２． 研究の目的 
本研究の目的は以下の 2点である。 
（1） 看護管理学分野に特化した事例研究手法を開発する。すなわち、看護管理学分野の事例
研究で考慮すべき倫理的課題とその配慮について検討し明確化すること、組織を分析単位と
し多様な関係者から多種類のデータを収集・分析し、データ間の矛盾に注目したり複数の事
例を統合したりしながら理論やモデルを構築する手法を確立する。 
（2） （1）の研究手法を用いて、原発事故後の福島県内の避難指示隣接区域で稼働を続けた病
院の看護組織を事例として分析し、看護師が大きなリスクや強い不安に直面する場面におけ
る看護組織運営理論を構築する。 

 
３．研究の方法 
本研究では、下記の方法で実際に事例研究を進めながら研究者間で議論を重ね、研究手法の
開発を行った。 
（1）対象施設と参加者 
発災当時、避難指示区域近接地区（福島第一原発 30～80 キロ圏）の病院に所属していた看
護管理者及び看護師を対象とした。当初は機縁法にて 1~2施設 2~3部署の様々な立場の看護職
10数名を対象とする予定であったが、看護師の体験が非常に複雑であったため、現象を十分に
描くにはより多くのデータが必要だと判断し、十分な匿名性を確保するためにも、機縁法と公
募を組み合わせて、より多くの施設から参加を募ることとした。そのため、病床再編事例のデ
ータ収集と分析は中止した。 
 
（2）データ収集 

2016年 6月から 2018年 11月にかけて、7施設 39名（発災時、看護部長・副看護部長 3名、
看護師長 8名、看護師 28名）に平均 87分のインタビューを実施した。インタビュー後に同意
撤回した 1 名を除く 38 名のデータを分析に使用したが、理論構築には、避難指示区域隣接地
区として共通する現象を描けると判断した、福島第一原発 40～50 キロ圏にある 5 病院の看護
師長 8 名と看護師 23 名のデータを用いることとした。また、協力が得られた場合、発災当時
の勤務表などの資料を閲覧し、データ分析の参考にした。 
 
（3）データ分析 
インタビューは許可を得て録音し、逐語録を作成した。個人の語りである逐語録データから
職場の現象を描く方法を見出すため、さまざまな視点や方法でデータ分析を行って、その方法
で描き出された現象が何かを確認する作業を繰り返した。その後、職場のダイナミクスを描き
つつも、十分な匿名性が保証され、外装可能性の高い理論を構築できる方法を整理した。 
 
（4）倫理的課題の明確化と対策の検討 
本研究は、東京大学大学院医学系研究科倫理委員会承認（No. 11176）を得て実施した。し
かし、研究を進めながらも、参加者の募集時、同意取得時、インタビュー実施時、データ分析
時、学会発表時などの各段階で倫理的問題を研究者間で議論し、必要に応じて外部専門家も加
わって対策を検討した。 



 
３． 研究成果 
（1）倫理的課題と対策の検討 
分析を進めるうちに、同一組織に所属していた参加者でも出来事の認識は一致していてもそ
の際に経験した感情や他者の行為の解釈は異なることがわかった。また、それぞれが相反する
感情を持っており、自身の感情をほとんど誰にも表出せず過ごしてきたことが明らかになった。
本研究で得たデータは、参加者らの秘密の開示であり、周囲との関係性にも影響する内容であ
るため、慎重に取り扱う必要性が確認された。個人や施設を特定する情報を除いても、事例研
究ではある程度文脈が描かれるため、協力施設が推定できたり、研究参加者自身が自分に関す
る記述を見つけ、そこから周囲の反応を知ったりする可能性がある。組織現象を詳細に記述し
知見を得ることは重要だが、公表の際は研究参加者や関係者、及びその関係性を傷つけないよ
う十分な配慮が必要である。対策として、以下の 4点を整理した。 
① 十分な説明と自由意思による参加の保証 
協力施設の責任者、及び、研究参加者には、研究について十分に説明し、自由意思による参
加を保証し、参加しない場合もその情報は施設に伝わらないことを保証する。同意の撤回につ
いても十分に説明し、同意撤回書を渡し提出方法を説明する。事例の引用の仕方によっては、
公表前に参加者に内容を確認していただくことを検討する。 
② 秘密の保護に関する最大限の努力 
事例研究を行うためには、同一部署から多様な立場の看護職に参加してもらう必要があり、
協力施設の責任者から候補者を紹介してもらい、施設内の個室でインタビューを行うことが主
となる。その場合、候補者が誰かを知る者は最小限の範囲に留めるよう依頼し、最終的に面接
に協力したか否かは紹介者や責任者にも伝えないことを説明し同意を得る。 
③ 個人や施設属性を提示せず、集団・複数事例として統合した結果を提示 
事例研究であっても複数の施設から多くの参加者を募り、公表の際は複数事例を統合した結
果として記述する。公表する内容からは、施設や所属部署、個人を推定させる記述は排除し、
協力施設の責任者や紹介者であっても、記述から部署や個人が特定できないようにする。また、
研究参加者が自分の語りをみつけた場合も、自分の関係者の語りは特定できないよう留意する。
研究参加者の属性の一覧や根拠データへの参加者 ID の付与は行わず、結果の解釈に不可欠な
属性を全体の傾向や分布として提示することに留める。 
④ 構造的背景を含めた描出 
多様な立場の研究参加者を募り、面接や資料など多種類のデータを収集し、組織内外の状況
を多角的に把握するよう努める。データ源による齟齬や矛盾を統合的に説明できる視点を見出
し、個々の選択や感情に影響を与えた構造的背景を含めて描くよう努める。 

 
（2）研究手法の検討 
本研究では、複数の組織から得たデータで、共通する職場の現象のダイナミクスを描くこと
を目指した。個人の主観である語りが主なデータとなるが、データから個人を超えて存在する
職場に視点を置いて現象を描くため、インタビューでは、参加者が職場の状況、すなわち自部
署や自施設、地域の状況や職員たちの反応をどう認識していたかをそのときの解釈や感情と合
わせて尋ねることが必要であった。データは、個々の経験、特定の局面、特定の事象、特定の
言説、共通する現象など、さまざまな視点で分析を行い、それぞれの分析で描き出したことが
何かを位置付けた上で組み合わせて解釈を行った。 
このように、組織現象を描くことを目的に複数組織からデータを収集し、複数の手法を用い
て現象を多角的に分析した上で職場のダイナミクスを描いていく、この研究手法を「複数組織
事例研究手法」と名づけた。 
 
（3）分析結果 
原発事故後の福島県内の避難指示隣接地区で稼働を続けた病院では、看護師が勤務予定日に
出勤しないことや休暇や避難を願い出ることがあったことが報告された。職場で「避難」とい
う言葉で括られる中には、避難していない者も含まれ、勤務予定日に出勤したか否かで区別さ
れていた。休んでいた看護師が職場に戻った後、残って働いていた者と休んでいた者との区別
は常に意識される訳ではなかったが、職場におけるさまざまな場面で繰り返し意識化されてい
ることがわかった。 
また、看護師のデータから、福島原発事故後から数年にわたる看護師の職場での経験を家族
構成や経験年数といった個人特性や当時欠勤したか否かに関わらず、共通する体験として、途
切れなく移行する 2つのコアカテゴリーで描き出すことができた。 
看護師長の組織運営については、看護師の自主避難に対処する局面、残った看護師と支え合
いながらケア提供を続ける局面、休んでいた看護師が戻り変貌したチームに働きかける局面、
職場が日常に戻るのをみつつとらえどころのなさを感じる局面の 4つの局面が抽出され、各局
面で看護師長が認識していた対処課題は異なり、体験した感情や行動も異なることがわかった。 
看護師長の組織運営の 4つの局面を他の結果と重ね合わせて解釈することで、個人や施設を
超えて共通する職場のダイナミクスを多角的かつ詳細に描くことを実現できた。 
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